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③テーマに合わせて形成したチーム活動

④組織全体で取り組んだ活動 田所　康之 院長

事務

活動の場
※複数選択可

活動の種類
※複数選択可

歯止めと
標準化

改善指標の
対策実施

前後の変化

①診療部門

③管理部門

活動期間

(ふりがな)

発表者（職種）

（指   標）PGCモラールスケール、フェイススケールを幸福感の指標として採用

（目標値）約1か月間の介入で、PGCモラールスケール8点以上、フェイススケール2点以下を目指す

①入浴に関わる声掛けを「温泉に入りましょう」に統一
②湯暖簾を浴室入り口に掛ける
③温泉の効果効能をポスターとして掲示する
④集団体操の実施要項を作成し、各病棟スタッフと実施に向けて調整する
⑤集団体操のプログラムに、わっはっは体操等を取り入れ、笑顔を引き出せるプログラム構成にする
⑥集団体操の広報をポスターとして掲示する

（実施前）PGCモラールスケールは、温泉のみ5.48点、温泉+集団体操7.13点．フェイススケールは、温泉+集
団体操にて、それぞれ温泉1.52点、集団体操1.85点
（実施後）PGCモラールスケールは、温泉のみ6.77点で未達、温泉+集団体操は8.3点で達成．フェイススケー
ルは、入浴する前から1.2点以下で、入浴後はさらに0.22点に改善し達成．全体的に改善傾向を認めた

標準化
①入浴時の声掛けを「温泉に入りましょう」で統一
②湯暖簾や効果効能ポスターを掲示する
教育
①集団体操を定期開催する為に、他のリハ・病棟スタッフに指導する
管理
①温泉と集団体操について、定期的に追跡調査を行う

横山
よこやま

　雅之
まさゆき

（理学療法士）熱川温泉病院

③患者サービス・患者満足度の向上をめざすもの

取り組種別 課題達成型

肥田　圭司　（作業療法士）

2023年9月～11月

施設名

演題名 熱川温泉病院における幸福に満ちた入院生活の実現

チーム
メンバー
（職種）

改善しようとした
問題課題

実施した対策

改善の指標と
その目標値

入院患者さんの幸福に満ちた生活をありたい姿と捉え、当院の課題は、①入浴には温泉を使用しているが、
温泉であることが認知されていないこと、➁維持期リハビリでは、患者さんのニーズに応じたリハビリが展開
し難く、患者さんの満足感が得られにくいことの2点が挙がった

分類

(ふりがな)

チーム名

活動回数 12

リーダー名
（職種）

回


